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【巻頭言】
東京都立大学時代の窪田暁子先生
東洋大学社会福祉学会
平成26年度会長小林良二
本学社会福祉学専攻の稲沢公一先生から、窪田暁子先生が去る4月24日に急逝され、8月10日
に「偲ぶ会」が開催されるとの連絡をいただいた。あまりにも急なことで、それならきちんと
お見舞いに伺うべきであったのにと後悔したのは、私だけではないであろう。
窪田先生の誉咳に接し学恩を受けた方々、先生を慕う方々は、本学関係者はもちろん、全国
に限りなくおられるので、生前の窪田先生のいろいろなご活躍を「偲ぶ会」でうかがうことが
できるであろう。
筆者が窪田先生に教えをいただいたのは、1987年9月から1990年3月までの3年半で、当時東京
都立大学（現首都大学東京）人文学部に新しく設置された社会福祉学専攻の教員時代であった。
当時の大学は、現在も駅名が残っている目黒区の東急東横線都立大学駅の近くにあり、旧都立
高校の古い講義棟を改造した半地下の部屋の研究室で、窪田先生と当時助教授であった石原邦
雄先生と私が1つの部屋で過ごしていた。
その後、窪田先生は1990年から東洋大学社会学部に移られ、東京都立大学も1991年から八王子
市南大沢に移転したので、お目にかかる機会も減ったのであるが、それから16年後に、私自身
が窪田先生のおられた本学の教員としてお世話になるなどとは、もちろん予想だにしなかった。
窪田先生から直接に、また、論文等で教えていただいたことは数限りないし、また、そのよ
うなことについては、他の先生方にお任せしてよいであろう。しかし、そばにいてお話を伺う
たびに、必ず、なるほど、そうなのか、う－ん、という気持ちにさせていただいた。これは、
希有なことである。
今でも私の記憶に残っている、窪田先生らしい「表現」を1つだけ紹介しておこう。それは、
｢ごめんなさ－い」という言葉である。この言葉は、かならずしも謝るべき事柄があって発せら
れたのではない。むしろ､挨拶の言葉であったような気がする。お会いした途端に｢ごめんなき－
い」と言われると、何か場がなどみ、そこから、ユーモアとウイットに満ちた会話が開始され、
あっという間に楽しい交流の場が形成される、その導入部のような表現であったように思う。
ちなみに、窪田先生が都立大学を辞して東洋大学に移られるということを、当時同僚であっ
た石原さんや私に対して表明された時の最初の表現が、「ごめんなさ－い、私東洋大学へ．･･･」
であったと記憶している。石原さんと、仕方ないね．・・・と話し合ったことを思い出す。
あれから長い時間が過ぎた。それでもあの頃の窪田先生のお茶目で溌刺とした､その場の人々
をなごませ、かつ思考を刺激する声が耳から離れない。
心からご冥福をお祈りする次第である。
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東洋大学社会福祉研究第7号(2014年8月）
【2013(平成25)年度】
8月4日（日）第9回大会開催（会場：東洋大学白山キャ
ンパス8号館7階125記念ホール）
プログラムは、下記の通りであった。
大会テーマ「社会的弱者と自立支援をめぐってj
10:00～10:10東洋大学社会福祉学会会長挨拶
10:10～12:10大学院修了生研究報告
保正友子氏（社会福祉学専攻博士学位取得者）
「博士学位請求論文『医療ソーシャルワーカーの実践
的能力変容過程に関する質的研究』の執筆を終えて」
李恩心氏（社会福祉学專攻博士学位取得者）
「博士学位請求論文「介護保険制度における介護サー
ビスへのアクセスの問題』」
上野順子氏（福祉社会システム専攻修了生）
「対人援助職を選択した障がい者のきょうだいにおけ
る親との関係性一当事者のライフストーリーから見る
経験への意味づけに及ぼす影響一」
植木信一氏（ヒューマンデザイン専攻博士後期課程3年）
「日本の健全育成における母親クラブの役割」
13:00～13:30総会
13:30～14:30基調講演
｢社会的弱者と自立支援をめぐって』
文京学院大学中島修氏（元・厚生労働省社会・援護
局専門官）
14:40～17:00シンポジウム
｢社会的弱者と自立支援をめく．って」
シンポジスト
森田明美会員（社会学部長・本学教授）
「子育て家庭と自立支援
－10代親支援を手掛かりにして」
林大介会員（本学助教）
「困難を有する『子ども・若者』
～“貧困”をキーワードにした現状と課題」
後藤広史会員（日本大学助教）
「｢ホームレス』と自立支援
一『実質的な脱却』に向けた支援とその方法一」
丸山晃会員（本学助教）
「障害のある人への自立支援
～入所施設職員意識調査をもとにして～」
司会小林良二会員（本学教授）
コメンテーター中島修氏（文京学院大学准教授）
17:30～19:30懇親会
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●総会審議事項
l.2013年度の事業計画案と予算案が審議され、承認さ
れた。
2．〔会則:第lO条〕に基づいて､以下の役員改選が行われ、
承認された。
[現在の体制］○：改選
役員：顧問山下袈裟男先生・坂口順治先生・天野マキ
先生・古川孝順先生
会長○秋元美世（本学教授･社会福祉学専攻前主任）
→小林良二（本学教授･社会福祉学專攻主任）
事務局長加山弾（本学准教授）→再任
会計監事熊田博喜（武蔵野大学准教授）
理事（研究大会担当）
○志村健一（本学教授）
＝＞丸山晃（本学助教）
理事（機関誌担当）
○川原惠子（本学専任講師）
二志村健一（本学教授）
理事（財務担当）
○鈴木規子（本学専任講師）
二林大介（本学助教）
理事（学会ニュース担当）
清野絵（本学助教）
理事（同窓会担当）
宇留野光子（社会福祉法人芳香会理事長）
理事（同窓会担当）
後藤広史（日本大学助教）
理事（同窓会担当）
相馬大祐（国立のぞみの園研究員）
理事(HP担当）
小櫃俊介（大学院博士後期課程3年）
●総会報告事項
1.会員数について
会員数188名[2013年7月17日現在〕
2.2012年度の事業報告・決算報告がなされた。
3．学会ニユース発行
(第13･14号合併号2012年4月)(第15号2012年6月）
4．機関誌『東洋大学社会福祉研究｣第5号の発刊(2012
年8月）
（事務局長加山弾）
東洋大学社会福祉学会会則・「東洋大学社会福祉研究」投稿規程・執筆要領
東洋大学社会福祉学会／会則
第1章総則
(名称）
第1条本会は東洋大学社会福祉学会と称する。
(事務局）
第2条本会の事務局は、東洋大学白山キャンパスに置
く。（東京都文京区白山5-28-20）
第2章目的
(目的）
第3条本会は、社会福祉に関する学術研究と実践活動
の成果の発表、及び会員相互の交流を目的とする。
(事業）
第4条本会は、その目的を達成するために次の事業を
行う。
1．機関誌・通信の発行
2．年次学術研究大会、研究会、講演会などの開催
3．その他、理事会が適当と認めた事業
第3章会員
(会員）
第5条本会は、次の会員をもって組織する。
l.通常会員
東洋大学教員、東洋大学に勤務された教員（専任・
非常勤）
東洋大学の在籍生、卒業生
東洋大学大学院の在籍生、修了生
本会の目的に賛同する者
(入退会の手続き）
第6条入会を希望する者は、所定の会費を添え、申込
書を本会事務局に提出する。また、退会を希望する者は、
本会事務局に通告して退会するものとする。
(会費）
第7条会員は年会費（5,000円、学部在学生は2,500円）
を納めなければならない。
年会費の額は総会で決定する。既納の会費は返済しない。
(会員の権利）
第8条会費を納入した会員は、以下の権利を有する。
l.通信物等の受理
2．機関誌の受理（無料）
3．機関誌への投稿
4．研究会・講演会など各種の会合への参加
5．前項4.における研究成果等の発表
二．会費を3年以上滞納した者は、理事会の讓を経て、
その者の会員の権利を剥奪することができる。
第4章機関
(役員）
第9条会の事業を遂行するために次の役員を置く。
l.会長1名、事務局長1名、理事若干名、顧問若干名
2．会計監事2名
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(役員の選出）
第10条
1．会長：理事の中から互選する。
2．事務局長：顧問及び会長が、会務の執行にかかわる
事務責任者として事務局長を選出し、総会の讓を経て委
嘱する◎
3．理事：総会において会員の中から互選する。
･研究大会担当・機関誌担当・財務担当・同窓会担当
なお、必要に応じてその他の理事を、総会において互選
することができる。
4．顧問：本会発展に貢献のあった者の中から、理事会
の議を経て選出する。
5．会計監事：総会において会員の中から互選する。
(役員の任期）
第11条役員の任期は2年とする。
但し、再任を妨げない。補欠の役員の任期は、前任者の
残任期間とする。
(理事会）
第12条理事会は、会長、事務局長、理事によって組織
される。
二．理事会は、理事の過半数の出席をもって成立し、議
事は出席理事の過半数をもって決する。
(総会）
第13条会長は、毎年1回会員の通常総会を招集しなけ
ればならない。会長が必要と認めるとき又は会員の3分
の1以上の請求があるときは、臨時総会を開く。なお、
総会の議事は、出席会員の過半数をもって決する。
第5章会計
(経費）
第14条本会の経費は、会費、寄付金その他の収入を
もってあてる。
(予算及び決算）
第15条本会の予算及び決算は、理事会の議決を経て、
総会の承認を得てこれを決定する。
(会計年度）
第16条本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、3月
31日に終わるものとする。
第6章規約の変更及び解散
(会則の改正）
第17条本会会則を変更し、又は本会を解散するには、
会員の3分の1以上又は理事の過半数の提案により、総会
出席会員の3分の2以上の同意を得なくてはならない。
付則
1．本会会則は、2005年ll月27日から施行する。
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｢東洋大学社会福祉研究」投稿規程
(2008年6月30日制定）
1．投稿資格
投稿者は、原則として東洋大学社会福祉学会会員とす
る。ただし、以下の場合には、編集委員会の判断によっ
て投稿を受理できる。
l)編集委員会において特別に依頼する場合。
2．原稿の種類
l)原稿の種類は､論文､研究ノート、翻訳､資料とする。
2）論文は、他に未発表のものに限る。投稿論文と内容
が重複・類似した既存発表論文または他誌に投稿中の論
文がある場合は、投稿者は、必ず当該論文のコピーを添
付することとする。編集委員会で受理の諾否を決定する。
3）翻訳・目録・資料で単独の原稿をなすものには、解
題・解説を付けることが必要である。
3．原稿の枚数
l)原稿は、原則として、400字詰め原稿用紙換算30枚
(12000字、図表を含む)以内とする。
4．原稿の採否
l)原稿の採否、ならびに論文の修正の指示は、選定さ
れたレフェリーの査読結果に基づき、編集委員会が決定
する。
5．投稿形式
l)投稿は､電子媒体（フロッピー･ディスク等）で行い、
プリントアウトしたハードコピーを添付する。
6．要旨・キーワード
l)原則として､400字程度の要旨と､5個以内のキーワー
ドをつける。
7．執筆要領・執筆要領
l)紀要編集委員会においてその内容を検討し決定する。
8．自由投稿論文の原稿は、掲載の可否にかかわらず返
却しない。
◆編集後記◆
1．
1)
2）
｢東洋大学社会福祉研究」執筆要領
(2008年6月30日制定）
要旨
要旨は、できあがり1頁以内とする。
5以内のキーワードをつける。
2．ワープロ入力上の注意
l)原稿は、ワープロ作成によるものを原則として(A4
版、横書き)lページ全角40字×40行で印字する（空白
部分は、上記分量に含まない)。ただし、英数字は原則
として半角とする。
2）拡大文字･特殊文字･文字飾り･罫線･制御記号なども、
プリントアウトした原稿で指示する。
3）改行以外の個所は、続けて入力すること。
3．図表
l)図表は本文中に入力せず､本文の後ろに入力するか、
あるいは別のファイルに保存する。図表の挿入位置はプ
リントアウトした原稿に指示する。
2）図表は、A4版で、例えば、l/4ページの場合、400字、
l/2ページの場合、800字として換算する。
3）図表には、通し番号（図表l、図表2）でタイトルを
つける。その場合、l図表ごとに別紙（別ファイル）に
作成し、本文中に挿入箇所を指定する。図表が、出版物
からの引用の場合は、出典を明記し、必要に応じて、著
作権者の許可を得なくてはならない。
4．注
l)本文中の該当箇所に、右肩上付きで、l)、2)、3)、
と順に示し、注自体は本文の後に一括して記載する。
5．参考文献
l)注の後に一括して記載する（著者名のアルファベッ
ト順)◎文献挙示の方法については、「社会福祉学」投槁
規程に準ずるものとする。
6．校正
l)著者構成は初槁のみとし、誤字、誤植、脱字の訂正
以外は、原則として認めない。
おかげさまで今年度も無事に社会福祉研究が発行できました。今年度は年次大会が第10回記念大会という、節目の大会
となります。次年度の社会福祉研究もご期待いただきたく思いますが、研究誌としての充実を図るためには掲載論文も
大切です。多くの会員の投稿をお待ちしております。(KS)
｢東洋大学社会福祉研究」編集委員会
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